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現状の加湿系PEFCと電解質膜

>0.1 S/cm ＠120℃&20%RH、かつ継続使⽤に耐える
MEA⽤（適切な機械強度を有する）電解質膜の開発

現状の電解質膜に対する課題
・⾼伝導率 @⾼温・低加湿 ⾼密度に酸性基を有する炭化⽔素系ポリマー

をベースとした電解質膜の合成・開発
⾼伝導率 @⾼温・低加湿を発現し、
PFAS規制に対応する電解質膜の合成・開発

FCVやコジェネレーション
システム等に採⽤

⾼温 (> 100℃)・低加湿
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① 酸性ポリマーと塩基性ポリマーとを複合化させた電解質膜*

主な成果

実⽤化・事業化の⾒通し、課題等

背景とコンセプト、及び⽬的・⽬標

H2 → 2H+ + 2e-H2 → 2H+ + 2e- 1/2O2 + 2H++ 2e- → H2O1/2O2 + 2H++ 2e- → H2O
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② ホスホン酸基を有するポリマーからなる電解質膜*

・PFAS規制への対応
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・冷却システムの⼩型化

ニーズ

対応⽅針 具体的な⽅針

・低触媒量で⾼出⼒密度 (0.15 S/cm 
& 2.1 W/cm2 @125℃&12%RH)
(NEDO燃料電池技術開発ロードマップ）

・PFAS規制に対応、耐久性を備えた材料
・⼤量合成、成膜が容易な材料
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